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ミク ロス コピア とい う科学雑誌 が昨年11月に終刊 とな りま した。 この雑誌 は26年間
にわた り1年 に4冊 ずつ季刊 と して発行 され,生 物学 関連の事柄 を中心 として,と て も
幅広い領域 にわたる情報 を発信 して きました。生物学以外の事柄 と しては,人 力ヘ リコ
プターの製作,世 界 の名 山,研 究者 の個人 的趣味,電 顕写真 とヌー ド写真 の合成画像 な
ど様々の事柄 を ミクロスコピア誌が掲載 して きま した。 それ らの なかで,ミ クロスコ ピ
ア92年秋号 に掲載 され た言 語について の記事が私 の記憶 に残 ってい ます。 その記事 に
は,科 学の分野全般で は英語が公用語化 しているが,ロ ボ ッ トと地震の領域 では もっぱ
ら日本語が使 われて いるとい うことが書 かれていま した。
ところで,今 も昔 も科学研究 の成 果 は学会発表 あるいは論文 ・著書 に よ り公開 され,
伝 達 されてい きます。 自然科学 の分野で は,こ の情報公 開 と伝 達に,英 語,ド イツ語,
フランス語 など種 々の言 語が用い られてい ます。 とは言 うものの,世 界全体 でみると現
在 までの数十年 にわた って 自然科学分野 では情報発信の大部分が英 語によってな されて
い ます。今 か ら30年近 く前 で ある1981年の調査 で は,生 物学 の文献 の うちの86%が英
語で書 かれて お り,医 学文献は その73%が英語論文で あるとい う結 果がでています(宮
島達夫:「言 語的不平 等 と日本語教育」 日本語学91年1月 号 か らの孫 引 き,宮 島氏の こ
の論文 は ミク ロス コピア94年秋号 に引用 されてい る)。現在 では科 学文献全般 において
英 語が占める比率 はさらに高 まって,た ぶ ん90%を越 えてい るのではないか と思い ます。
このよ うな英語の独 占状態 になった理 由は多々 あるので しょうが,た だ,こ んな状態
は極 めて不公平だ と私 は思います。 日常語が英語で ある所 で生 まれ育 った人 は科学界の
「公用語」 を楽 々 と身に付 け られ るの に対 して,英 語 を日常語 としない国,例 えば 日本
で生 まれ育 った人は,苦 労を重 ねて英語 を勉強 してか らやっ と科学 の 「公用語」 を使 え
るよ うになる。 こんな不公平 なことはあ りません。 さらに,日 本人研究者が英語の勉 強
に費やす を時間 を,ア メ リカ人研究者 ・イギ リス人研究者 は 自分 の専門分野の研 究に使
えるわけですか ら,ま す ます不公平です。前掲 の宮 島氏 の論文 で も次の ように記 されて
い ます。 「日本科学技術情 報セ ンターで は,お お くの人員 と金 をつ かって,日 本 の科学
技術文献の要旨 を英訳 している。 これは,英 語の よめ る世界 中の科学者 ・技 術者 のため
だが,け っきょく,い ちばん得 をす るの は,や は り英米人 である。 も し,ア メ リカが自
分 の金で英語論文 に 日本語の要 旨をつ けて くれた ら,ど れ だけたすか ることか。たいへ
んな不公平 で ある。 だが,か れ らは,そ んな ことは夢 に もかんがえないだ ろう。人種 の
ル ツボ,と い うことばの実態 は,先 住 民の言 語 をほろぼ し,移 民の言 語 を英 語一色 にぬ
りつぶす ことだった。」
(i)
では,こ の よ うな不公平 をな くす るにはど うすれば よいか。かつ て科学 で盛 んに用い
られた ドイツ語 を英語が駆 逐 したよ うに,日 本語が英語 に取 って代 わればいいので しょ
うか。決 して そ うで はありませ ん。 日本語 が科学の公用語 となった ときに楽 なのは 日本
人だ けで,日 本 語 が 日常 語で ない人 々は 日本 語 を勉強す るとい う苦 労 を背負 うことに
な ります。あ る国の 日常言語 を公用語 として使 うことで は決 して公平 にな らないのです。
しか らば どのよ うに して科学界の言 語状況 を公平 にす ることがで きるのか。一つ の答 が
エスペ ラン トの使用 です。平等 な国際語 として考 え られ た中で,い ま最 も実用に供 され
てい るといわれ るエスペ ラ ン トは,文 法は実 に自由で簡単,日 本語か ら援 用 された部分
もあるのだそ うです(本 田勝一著 「中学生の ための作文技術 」朝 日選書)。 ただ し,エ
スペ ラン トはヨー ロッパ語 に偏重 してい るそ うですか ら,そ の偏重 をな くして,言 語 と
しての平等性 ・公平性 を さらに推 し進 めるべ きです。そのためにはエ スペ ラン トに変 わ
る新 たな人造語 を作 るしかあ りません。エ スペ ラン トはザメ ンホフ とい う一人の人間に
よ り今 か ら120余年 も前 に発表 されたのですか ら,エ スペ ラン トに代 わ る人造 語 を新た
に作 り出す ことは,あ ながち夢物語で はない と思い ます。 もしも,日 本 が中心 となって,
新 しい国際語 を作 り出す ことができれ ば,こ れは まさしく人 類史上 に残 る国際貢献 とな
ります。世界中の人々が公平 な立場で世界共通語 を学ぶ ようになれば,な んとすば ら し
いこ とで しょう。 また,ア メ リカ発の金融危機 のために,世 界 に対す るアメ リカの影響
力が弱 ま りつつ あると見な され る今 こそが,英 語の独 占を切 り崩 す良い機会で はないで
しょうか。
この新人造語 がで きるのがい ったい何年先 になるのか見当がつ きませ んが,そ れ まで
は とりあえずエ スペ ラン トを科学分野の共通語 として使用す るとともに,人 類 の共通語
として使 うしかあ りません。かつて,私 は歯学部 の某委員会で,奥 羽大 学学生 にエスペ
ラン トを教 えた らどうか と提 案 した ことが あ ります。 エスペ ラン ト教育が実現 した ら,
学生 に混 じってエスペ ラ ン トを学ぼ うとい う魂胆 で したが,そ の委員会では一顧 だに さ
れ ませ んで した。身近 な ところでエスペ ラン トを学ぶ機会 はもはや ありそ うもないので,
停 年後の楽 しみ として エスペ ラン トを勉 強 してみよ うと思 う昨今です。
(奥羽大学歯学部口腔病理学分野)
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